
  

　
平
成
18
年
11
月
定
例
市
議
会
に
市

長
が
提
案
し
た
議
案
は
百
八
十
二
件

で
、
内
訳
は
、
予
算
案
十
三
件
、
条

例
案
九
十
九
件
、
そ
の
他
七
十
件
で

し
た
。
こ
れ
に
議
員
提
出
議
案
の
一

件
及
び
県
知
事
提
出
議
案
の
一
件
を

加
え
た
百
八
十
四
件
に
つ
い
て
、
本

会
議
の
表
決
で
は
、
平
成
18
年
度
岡

山
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
三       

号
）
、
岡
山
県
後
期
高
齢
者
医
療
広

域
連
合
の
設
置
に
つ
い
て
な
ど
六
件

の
議
案
に
つ
い
て
は
一
部
の
議
員
か

ら
反
対
が
あ
り
ま
し
た
が
、
議
会
と

し
て
は
す
べ
て
の
議
案
を
可
決
・
同

意
し
ま
し
た
。 

▽
主
な
議
案 

■
平
成
18
年
度
岡
山
市
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
三
号
）
＝
障
害
者
介
護

給
付
費
千
七
百
万
円
な
ど
総
額
四
十

億
九
千
八
百
万
円
余 

■
平
成
18
年
度
岡
山
市
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
四
号
）
＝
建
部
町
及
び

瀬
戸
町
合
併
特
例
区
に
対
す
る
交
付

金
二
千
五
百
万
円
余
な
ど
総
額
三
十

一
億
九
千
九
百
万
円
余 

■
平
成
18
年
度
岡
山
市
国
民
健
康
保

険
費
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
二          

号
）
＝
九
億
九
千
八
百
万
円
余 

■
岡
山
市
支
所
及
び
出
張
所
設
置
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

＝
御
津
郡
建
部
町
及
び
赤
磐
郡
瀬
戸

町
を
廃
し
、
そ
の
区
域
を
岡
山
市
に

編
入
す
る
こ
と
に
伴
い
、
両
町
の
区

域
に
支
所
を
設
置
す
る
た
め
。 

■
岡
山
市
市
民
協
働
に
よ
る
自
立
す

る
子
ど
も
の
育
成
を
推
進
す
る
条
例

の
制
定
＝
自
立
す
る
子
ど
も
の
育
成

に
関
し
て
、
基
本
理
念
を
定
め
、
家

庭
、
学
校
園
、
地
域
社
会
、
事
業
者

及
び
市
の
責
務
を
明
ら
か
に
す
る
と

と
も
に
、
市
の
施
策
そ
の
他
の
基
本

的
事
項
を
定
め
る
た
め
。 

■
岡
山
市
の
議
会
の
議
員
及
び
長
の

選
挙
に
お
け
る
選
挙
公
報
の
発
行
に

関
す
る
条
例
の
制
定
＝
市
議
会
議
員

及
び
市
長
の
選
挙
に
お
い
て
選
挙
公

報
を
発
行
す
る
た
め
。 

■
岡
山
市
立
保
育
所
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
の
制
定
＝
灘
崎
保
育

園
及
び
西
高
崎
保
育
園
を
統
廃
合
し
、

灘
崎
保
育
園
を
新
設
す
る
等
の
た
め
。 

■
岡
山
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

合
の
設
置
＝
後
期
高
齢
者
医
療
の
事

務
を
処
理
す
る
た
め
、
岡
山
県
内
す

べ
て
の
市
町
村
が
加
入
す
る
広
域
連

合
を
設
け
る
た
め
。 

■
指
定
管
理
者
の
指
定
＝
岡
山
市
会

陽
の
里
に
つ
い
て
指
定
管
理
者
の
指

定
を
行
う
た
め
。 

  

■
私
学
助
成
の
大
幅
増
額
を
求
め
る

意
見
書
（
要
旨
） 

　
私
学
抜
き
に
岡
山
の
公
教
育
を
語

る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
、
父

母
の
負
担
と
教
育
条
件
の
公
私
格
差

は
依
然
広
が
り
つ
つ
あ
る
。
私
立
学

校
へ
の
助
成
は
国
・
県
の
責
任
で
あ

る
こ
と
か
ら
児
童
の
権
利
条
約
の
趣

旨
に
沿
っ
た
私
学
助
成
の
大
幅
増
額

を
強
く
要
望
す
る
。 

■
国
際
刑
事
裁
判
所
（
Ｉ
Ｃ
Ｃ
）
条

約
の
早
期
批
准
を
求
め
る
意
見
書

（
要
旨
） 

　
国
際
刑
事
裁
判
所
は
個
人
の
戦
争

犯
罪
等
を
問
う
初
め
て
の
権
威
を
持

っ
た
国
際
法
廷
で
あ
り
、
国
に
お
い

て
は
、
戦
争
抑
止
と
国
際
平
和
へ
よ

り
一
層
貢
献
す
る
た
め
、
で
き
る
限

り
早
期
に
同
裁
判
所
条
約
を
批
准
す

る
よ
う
強
く
要
望
す
る
。 

  

　
平
成
17
年
度
一
般
会
計
歳
入
歳
出

決
算
、
十
四
件
の
特
別
会
計
歳
入
歳

出
決
算
、
四
件
の
企
業
会
計
歳
入
歳

出
決
算
に
つ
い
て
、
本
会
議
の
表
決

で
は
、
一
般
会
計
な
ど
八
件
の
決
算

に
つ
い
て
一
部
の
議
員
か
ら
反
対
が

あ
り
ま
し
た
が
、
い
ず
れ
も
認
定
し

ま
し
た
。 

2

（
10
月
） 

文
教
委
員
会 

広
域
行
政
及
び
政
令
指
定
都

市
調
査
特
別
委
員
会 

一
般
会
計
決
算
審
査
特
別
委

員
会 

一
般
会
計
・
特
別
会
計
決
算

審
査
特
別
委
員
会 

一
般
会
計
・
特
別
会
計
決
算

審
査
特
別
委
員
会 

企
業
会
計
決
算
審
査
特
別
委

員
会 

一
般
会
計
決
算
審
査
特
別
委

員
会 

一
般
会
計
決
算
審
査
特
別
委

員
会 

（
11
月
） 

都
市
活
性
化
調
査
特
別
委
員

会 総
務
委
員
会 

文
教
委
員
会 

保
健
福
祉
委
員
会 

行
財
政
問
題
等
調
査
特
別
委

員
会 

議
会
運
営
委
員
会 

保
健
福
祉
委
員
会
及
び
同
協

議
会 

社
会
シ
ス
テ
ム
ス
ポ
ー
ツ
・

広
域
行
政
及
び
政
令
指
定
都

市
調
査
特
別
委
員
会 

総
務
委
員
会 

議
会
運
営
委
員
会 

総
務
委
員
会
及
び
同
協
議
会 

保
健
福
祉
・
環
境
消
防
水
道
・

経
済
・
建
設
・
文
教
委
員
会

及
び
各
同
協
議
会 

 

本
会
議
（
市
長
提
案
） 

（
12
月
） 

本
会
議
（
代
表
質
問
） 

 

17
日
 

  23
日
 

 24
日
 

 25
日
 

 26
日
 

 27
日
 

 30
日
 

  1
日
 

 8
日
 

 13
日
 

14
日
 

 15
日
 

  17
日
 

  22
日
 

27
日
 

 28
日
 

   29
日
 

 6
日
 

■採択した陳情（６件） 
①国際刑事裁判所条約批准を求める
意見書の提出について 
②障害者自立支援法施行等に伴う障
害者施策の充実について（３件） 
③岡山市内在住の精神障害者に対す
る公共交通機関の運賃割引について 
④私学助成の大幅増額を求める意見
書の提出ついて 

◆陳情の結果 

議決のあらまし議決のあらまし 

市
議
会
日
誌 

議決のあらまし 常
任
委
員
会 

 

　
審
査
か
ら 

常
任
委
員
会 

 

　
審
査
か
ら 

　
―
11
月
定
例
市
議
会
開
会
― 

―

― 

平成平成1818年度一般会計補正予算年度一般会計補正予算7272億98009800万円余を可決万円余を可決 
岡山市市民協働による自立する子どもの育成を推進する条岡山市市民協働による自立する子どもの育成を推進する条例（岡山っ子育成条例）（岡山っ子育成条例）を可決を可決 
岡山市の議会の議員及び長の選挙における選挙公報の発行岡山市の議会の議員及び長の選挙における選挙公報の発行に関する条例を可決に関する条例を可決 

平成18年度一般会計補正予算72億9800万円余を可決 
岡山市市民協働による自立する子どもの育成を推進する条例（岡山っ子育成条例）を可決 
岡山市の議会の議員及び長の選挙における選挙公報の発行に関する条例を可決 

百
八
十
四
件
の
議
案
を
可
決 

意
見
書
二
件
を
可
決 

十
九
件
の
決
算
を
認
定 

建部町総合スポーツセンター 


